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北上では、食品製造会社などで働く若い世代の外

国出身者が増加しつつある。企業誘致が進む同市に

おいて、今後も労働を目的とした若い外国人が増え

るものと思われる。本研究では、北上市に居住する外

国人女性の妊娠期から子育て期までの切れ目のない

支援に向けて、同市の母子保健サービスの現状と課

題を把握することを目的としている。あわせて、北上

市で設置が決定された「子育て包括支援センター」で

の外国人母子を対象としたサービス事業の可能性に

ついて検討を試みた。 

 

 

 北上市に居住する妊産婦の支援にあたっている保

健師 4 名を対象として、2019 年 8 月 22 日に外国

人妊産婦への対応経験や、そこでの課題や要望等につ

いてインタヴュー調査を実施した。 

  

 

１. 北上市の「子育て包括支援センター」には、通訳・翻訳

や相談対応できる窓口（ワンストップサービス）があるこ

とが望まれる。 

２.相談の内容によって、医療機関、福祉相談機関や国際交

流協会につなぐ役割が本センターに求められる。 
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ア．外国人母子保健に関する研修などの機会 

外国人母子を対象として特化した母子保健に関す

る研究の機会はほとんどない。 

イ．日本語や日本の文化に不自由な外国人への支援と

して実施している工夫 

保健師が柔軟に外国人母子に対応しているが、その

対応の大部分は、保健師個人の工夫・努力に任されて

いた。具体的には、家庭訪問を実施してコミュニケー

ションをとる、予防接種など医療に関することは、事

前に医療機関に連絡をするなど、きめ細かな工夫がな

されていた。 

ウ．日本語や日本の文化に不自由な外国人への支援と

して今後求められると思われるニーズ 

 無料で利用できる通訳・翻訳サービスのニーズはす

べての対象者に共通してみられた。既存の通訳サービ

スは、有料であるため、利用するのにハードルが高い。

妊婦が通訳料を支払うのは難しいため、行政による負

担が望ましい。 

エ．通訳・翻訳者を同伴しての支援活動について 

 検診の結果や保健指導は正確に伝える必要がある

ことから、通訳・翻訳者を同伴しての活動の必要性は、

すべての対象者に共通して認識されていた。なお、ニ

ュアンスの違いや異性の通訳者の場合、外国人母子の

意見や気持ちが伝わらないこともある。 

 

研究の概要（背景・目的等） 

研究の内容（方法・経過等） 

 

これまで得られた研究の成果 

今後の具体的な展開 

 

  

 

「子育て包括支援センター」での外国人母子を対象と

したサービス事業について 
 

対応する外国人の件数が少ないことから、外国人母子に

特化した事業は、現実的に難しい。むしろ、外国人と日本

人とを区別するのではなく、日本人母子の事業に外国人が

参加することが望ましいとの意見が対象者に共通してみら

れた。そのためには、外国人にとっても気楽に活用できる

場となるよう工夫が必要であるとの意見が出された。 

他地域の先進的取り組みの事例 
 

厚生労働省は、全国の自治体に２０２０年度末までの子

育て世代包括支援センターの設置を義務付けるなど、「妊

娠期から子育てまでの切れ目のない支援」のための母子保

健サービスの強化に力を入れている。北上市に合った実現

可能な母子保健サービスを検討する上で、先進的な取り組

みを実施している他地域の取り組みを紹介する。 

 

 他地域の先進的な取り組み 

活動団体 取り組み内容 

兵庫県明石市 「おなかの赤ちゃん 100％サポート」を標

語に掲げ、妊婦が外国人の場合、通訳者を同

行した保健師による家庭訪問を行い、中長期

にわたるリスクの把握に努めている。 

大阪府 NPO

法人 Charm 

医療通訳紹介、研修事業の実施と出産・育児

のための多言語パンフレットの作成を行っ

ている。 

 

～外国人女性の妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援 
外国人が安心して受診できる医療環境を目指す 
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